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次の微分方程式の解の定常値を求めよ．

LC
d2y(t)

dt2
+RC

dy(t)

dt
+ y(t) = 1, t ≥ 0.

ただし，y(0) = 0, ẏ(0) = 0 とし，LC = 2, RC = 3 とする．
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解答例

微分方程式の両辺を Laplace変換し整理すると，
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が得られる．ここで，
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したがって，
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これを逆 Laplace変換すれば，微分方程式の解

y(t) = −2e−
1
2 t + e−t + 1, t ≥ 0



が得られる．ここで，t → ∞ のとき e−
1
2 t → 0, e−t → 0 となるので，y(t)の定常値は

lim
t→∞ y(t) = 1

となることがわかる． �

別解

この練習問題を出題した段階では，Laplace変換の最終値の定理はやっていなかったの

で，上記のような解答例になったが，最終値の定理を使えば，次のように簡単に定常値を

求めることができる．

lim
t→∞ y(t) = lim

s→0
sY (s) = lim

s→0

1

(2s+ 1)(s+ 1)
= 1.


